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仕様概略

Windows Server 2019
The operating system that bridges on-premises and cloud.

Windows Server 2019:The operating system that bridges on-premises and cloud.

PRMEFLEX for Microsoft Azure Stack HCI
タイプ ベースタイプ 高性能／大容量タイプ
モデル ハイブリッド構成 ハイブリッド構成 オールフラッシュ構成
採用サーバ PRIMERGY RX2530 M5 PRIMERGY RX2540 M5
ノード数 2～16

ノードの追加単位 1
ノードあたりの高さ 1U 2U
ハイパーバイザ Windows Server 2019 Datacenter

SDS Microsoft Storage Spaces Direct
運用管理ソフトウェア Infrastructure Manager for PRIMEFLEX

収容VM数
サーバ仮想化 ※1（1ノードあたり） ～約40VM ～約117VM 

VDI ※2（1ノードあたり） ～約77VM ～約187VM 

構成サーバ仕様
（1ノードあたり）

プロセッサー搭載数 2
プロセッサー種類 インテル Xeon プロセッサー　スケーラブルファミリーより選択
メモリ容量 64GB～3072GB

ネットワークインターフェース 1000BASE-T × 1、10／25GBASE x 4
または 10GBASE-T × 4　

1000BASE-T  × 1、
10／25GBASE × 4 ※3

ストレージ
容量※4

SSDキャッシュ
デバイス※5 800GB～25.6TB 800GB～70.4TB ー

SSDキャパシティー
デバイス ー ー 1.92TB～337.92TB 

HDDキャパシティー
デバイス 2.4 TB～14.4TB 2.4TB～48TB ー

電源 100V／200V
電源ユニット（800Ｗ／1200W） × 2

※1 記載のVM数は、1VMあたりCPU ： 1GHz、メモリ ： 4GB、HDD ： 100GBを割り当てた場合で算出した目安です。
※2 記載のVM数は、1VMあたりCPU ： 630MHz、メモリ ： 4GB、HDD ： 50GBを割り当てた場合で算出した目安です。
※3 オールフラッシュ構成を選択される際は、LAN カード（型名 ： PYBLA3E22L）を選択ください。
※4 SSD/HDDを搭載した場合の物理容量
※5 キャッシュの選択可能な範囲は、データ領域の容量によって変わります。
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 安心のスピード導入

 優れた柔軟性と高い拡張性

ICT基盤をシンプル化する富士通のハイパーコンバージドインフラストラクチャー

FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX for Microsoft Azure Stack HCI
富士通が提案する新たなインフラのスタイル
ICT基盤が企業の経営戦略を支える重要な役割を担い、広がりを見せる中、そのシステムは日々複雑化し、
インフラの維持、運用にかかるコストや負荷も増大しています。
FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX for Microsoft Azure Stack HCIは、Windows Server 2019の
Software-Defined Storage技術により、ストレージをサーバに統合することでシンプルな構成を実現しました。
また、富士通独自ソフトウェア「Infrastructure Manager for PRIMEFLEX」（以下、ISM for PRIMEFLEX）
によって導入 ・ 運用 ・ 拡張における煩雑さを排除します。
シンプルで手軽な次世代プラットフォームとして、お客様の経営環境の変化に合わせた、
簡単・柔軟なインフラ運用を可能とし、投資の最適化を実現します。

サーバ

Software-Defined Storage

OS／ハイパーバイザー

仮想化管理機能

インフラ統合管理機能

インテグレーション技術

設計・構築・設定・検証

即時利用可能

過去のサポート対応ノウハウを蓄積した
データベースを活用

富士通サポートセンター（OSC*）
*One-stop Solution Center

お客様

サーバ
ストレージ
ネットワーク

OS
ミドルウェア
ハイパーバイザー

*  当社の標準手順に基づき算出。削減効果をお約束するものではありません。

設計済み・セットアップ済みで導入、
導入後も安心のワンストップサポート

■設計作業を大幅に削減
富士通のノウハウで統合された検証済みの仮想化基盤が導入前の設計作業を大幅に削減
します。
また導入時に、お客様のご要望に合わせた機器構成のカスタマイズを可能としており、
スピーディーな導入が可能です。

■工場セットアップ済みで即時利用可能
PRIMEFLEX for Microsoft Azure Stack HCIの導入サービスを組み合わせることで、工場
でセットアップまで実施して納品されるため、設定不要で電源投入後、即時利用可能です。シス
テム稼働までの期間を大幅に削減します。

■安心のワンストップサポート（運用・保守サービス SupportDesk）
ハードウェア／ソフトウェアに関する各種専門技術者が、お客様の問題を一括でサポート
し、ユーザーの運用負荷を軽減します。

■わかりやすい管理画面
機器の管理は直感的な操作を可能とする
GUIで一元化。
吸気温度や消費電力などの状況監視や、各
機器の詳細情報の一括管理を実現します。
3Dカラー画面で機器の配置を確認すること
が可能で、異常発生時などは色を変えて表
示することで認識性が向上し、容易に障害箇
所を特定できます。

■管理者の負荷を軽減する多様な機能
ファームウェア適用に関する作業を自動
（ローリングアップデート）で行うことで、
管理者の作業工数を大幅に削減できます。
自動化することで手順違いを防止します。

ハードウェア、OSのログを一括収集すること
が可能です。定期的にログを収集することで
管理工数削減を実現します。

インフラ投資の最適化

■最小2ノードからのスモールスタート
サーバだけのシンプルな構成で最小2ノードからのスモールス
タートが可能。小さく導入して規模に応じて大きく拡張すること
が可能です。
最大16ノードまで増設可能で、利用者の増加や業務負荷の増大
によってリソースが不足した場合、ノード単位の増設に加えて、
CPU／メモリ／内蔵ストレージ単位の増強も可能です。

■簡単かつ迅速な増設
機器増設作業は、インフラ統合運用管理ソフトウェアの機能で
ある自動構築ツールによって、簡単、迅速に実施することが可能
で、従来と比較して作業工数50％削減* することができます。

特長

特長

01

02

済

CPU

メモリストレージ

かんたん自動構築

ステータス・吸気温度・消費電力を表示 各機器の詳細情報を一括管理

サーバ認識

管理VMに登録

仮想化ソフトインストール

SDS拡張

完了

《操作画面》

《機器情報確認》

《ローリングアップデート》 《ログの収集と管理》

増設用プロファイル作成

 簡単運用

専用ソフトウェアがもたらす新たなインフラ運用
PRIMEFLEX for Microsoft Azure Stack HCIの専用ソフトウェア「ISM for PRIMEFLEX」 は、直感的な視認性と操作性、
多様な自動化機能を提供。インフラの構築 ・ 運用 ・ 管理を一層、省力化させます。

特長 03

SSDSSDSSDSSD
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core
14

core6
core
12

core6
core
10

core

正常・異常／総容量／使用率／種類／バージョン情報　etc

《仮想環境の状況確認》

サーバ1 サーバ1

サーバ1サーバ1

サーバ2 サーバ2

サーバ2サーバ2

適用適用適用 適用適用適用VM1 VM2 VM1

VM1VM1

VM2

VM2VM2

OFF

OFF

サーバ1適用完了

VM1、VM2を移動後、再起動

VM１を移動後、再起動

VM2を移動サーバ1、サーバ2ともに適用完了

済済済

スタート

完了

定期的にログ作成

保管

収集

利用シーン

VDI基盤

PRIMEFLEX for
Microsoft Azure Stack HCI なら
サーバのみ・最小2ノードから導入可能。
試験的に導入し、システム規模に応じた
段階的な拡張が可能

仮想化基盤

PRIMEFLEX for
Microsoft Azure Stack HCI なら
ストレージを含め既存システムをサーバに集約することが可能。
専用ソフトウェアでインフラの運用管理をシンプル化

仮想集約

物理集約

サーバ1 サーバ2
VM2

済
VM1

Windows Server 2019:The operating system that bridges on-premises and cloud.
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